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養
老
鉄
道
駅
前
が
充
実

～
駅
前
周
辺
整
備
完
成
式
～

イ
ビ
デ
ン
の
森
で
植
樹
活
動

～
み
ん
な
で
森
林
を
再
生
し
よ
う
～

東
津
汲
鎌
倉
踊

～
力
強
さ
と
華
麗
さ
と
～

豊
年
願
う
北
方
踊
り

～
子
ど
も
た
ち
も
シ
ナ
イ
背
負
い
舞
う
～

▲完成式テープカットの様子

▲北方踊りの様子（北方神社にて）

▲白髭神社境内での鎌倉踊

▲植樹活動の様子　ヤマリンも参加（写真右）

　

４
月
９
日（
金
）
養
老
鉄
道
揖
斐
駅
前

で
、
公
衆
ト
イ
レ
と
周
辺
外
構
整
備
の
完

成
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

公
衆
ト
イ
レ
は
、
木
造
平
屋
造
り
で
、

車
い
す
の
方
も
利
用
で
き
る
多
目
的
ト
イ

レ
を
備
え
る
な
ど
、
駅
周
辺
が
整
備
さ
れ

ま
し
た
。

　

養
老
鉄
道
揖
斐
駅
前
は
、
町
の
南
の
玄

関
口
と
し
て
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
駅
周
辺
の
環
境
整
備
を
進
め
、

駅
を
利
用
す
る
方
の
利
便
性
の
向
上
を
図

り
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　

岐
阜
県
の
森
林
保
全
や
地
球
温
暖
化
防

止
の
た
め
に
企
業
参
加
に
よ
る
森
林
づ
く

り
を
行
な
う
植
樹
活
動
が
、
４
月
10
日

（
土
）
東
横
山
の
「
イ
ビ
デ
ン
の
森
」
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
３
回
目
と
な
る
今
回
は
、
イ
ビ

デ
ン
グ
ル
ー
プ
の
社
員
と
そ
の
家
族
、
地

域
の
皆
さ
ん
な
ど
約
220
人
が
、
サ
ク
ラ
や

ヤ
マ
ボ
ウ
シ
な
ど
の
苗
木
150
本
を
植
え
ま

し
た
。
こ
れ
で
、
今
ま
で
に
植
樹
さ
れ
た

木
は
、
約
300
本
と
な
り
、
美
し
い
花
を
咲

か
せ
る
憩
い
の
森
が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
植
樹
さ
れ
た
サ
ク
ラ
は
、
来
年
に

も
花
を
咲
か
せ
る
よ
う
で
す
。

　

参
加
者
は
、「
大
変
だ
っ
た
け
ど
楽
し

か
っ
た
。
木
が
大
き
く
な
る
の
が
楽
し
み

で
す
。」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

町
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ

て
い
る
北
方
踊
り
が
、
４
月
18
日（
日
）、

北
方
神
社
（
北
方
）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

北
方
踊
り
は
、
室
町
時
代
の
は
じ
め
に
、

雨
乞
い
や
豊
年
を
祈
願
し
て
踊
っ
た
の
が
始

ま
り
と
伝
え
ら
れ
、
北
方
の
反た

ん

原ば
ら

地
区
で

伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、昭
和
48
年

以
降
は
、
広
く
北
方
全
体
で
保
存
会
を
中

心
に
、
現
在
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

踊
り
に
は
、
き
た
が
た
幼
児
園
の
園
児

や
北
方
小
学
校
の
児
童
も
参
加
し
、
集

ま
っ
た
地
域
の
皆
さ
ん
は
、
立
派
に
舞
う

子
ど
も
た
ち
に
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

４
月
29
日（
木
）、白し

ら

髭ひ
げ

神
社
（
東
津
汲
）

で
、
岐
阜
県
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
の
鎌

倉
踊
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

鎌
倉
踊
は
、
武
者
踊
り
、
太
鼓
踊
り
、

ま
た
は
シ
ナ
イ
踊
り
と
も
呼
ば
れ
、
源
氏

が
平
家
を
滅
ぼ
し
た
と
き
に
、戦
勝
を
祝
っ

て
踊
っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
関
係
者
や
地
域
の
皆
さ
ん

な
ど
約
200
人
が
集
ま
り
、
神
社
の
境
内
で

は
、
５
色
に
彩
ら
れ
た
飾
り
が
華
や
か
に

舞
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
久
瀬
振
興
事
務
所
隣
の
や
ま
び

こ
の
郷
駐
車
場
で
も
披
露
さ
れ
、
施
設
入

所
者
の
皆
さ
ん
に
も
喜
ば
れ
ま
し
た
。
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カ
ヌ
ー
競
技
審
判
員
が

審
判
技
術
を
磨
く

カ
ヌ
ー
競
技
審
判
資
格

取
得
講
習
会
を
開
催

動
物
が
生
息
で
き
る
森
づ
く
り

～
実
の
な
る
木
の
苗
木
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
活
動
～

桜
も
満
開
花
桃
フ
ェ
ス
タ

～
揖
斐
川
町
の
花
　
は
な
も
も
の
中
で
～

▲審判補助員として参加した町カヌー協会の皆さん

▲講習会の様子（揖斐川町中央公民館）

▲自作のプランターボックスに実のなる木の苗を植えました

▲乙原歌舞伎保存会による練り歩きの様子

　

４
月
11
日（
日
）、
揖
斐
川
町
カ
ヌ
ー
協

会
は
、
富
山
県
富
山
市
井
田
川
カ
ヌ
ー
競

技
場
で
開
催
さ
れ
た
「
第
33
回
Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯

全
日
本
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技
大
会
」

で
、
審
判
技
術
の
向
上
を
図
り
実
地
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

　

揖
斐
川
町
で
は
、
平
成
24
年
開
催
の
ぎ

ふ
清
流
国
体
に
て
、
カ
ヌ
ー
競
技
が
行
わ

れ
ま
す
。
国
体
で
は
多
く
の
審
判
員
が
必

要
と
な
る
た
め
、
審
判
員
養
成
の
取
り
組

み
の
ひ
と
つ
と
し
て
今
回
の
研
修
を
行
い

ま
し
た
。

　

冷
た
い
雨
の
降
る
中
、
選
手
に
と
っ

て
日
本
代
表
選
考
会
を
兼
ね
た
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
の
か
か
る
大
会
で
し
た
が
、
審
判

補
助
員
と
し
て
参
加
し
た
町
カ
ヌ
ー
協
会

の
皆
さ
ん
は
、
冷
静
な
ジ
ャ
ッ
ジ
を
行
っ

て
い
ま
し
た
。競
技
後
は
、富
山
県
カ
ヌ
ー

協
会
の
審
判
員
と
判
定
に
つ
い
て
の
質
疑

を
交
え
る
場
面
も
見
ら
れ
、
審
判
技
術
の

さ
ら
な
る
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
充

実
し
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
18
日（
日
）、
カ
ヌ
ー
競
技
の
審
判

員
資
格
取
得
講
習
会
が
揖
斐
川
町
中
央
公

民
館
で
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
21
人
が
受

講
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
に
は
、
岐
阜
県
カ
ヌ
ー
協
会
よ

り
公
認
講
師
を
招
き
、
競
技
の
映
像
や
模

型
を
交
え
た
分
か
り
易
い
講
習
が
行
わ

れ
、
カ
ヌ
ー
経
験
の
な
い
受
講
者
も
理
解

を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

講
習
会
修
了
後
、
受
講
し
た
皆
さ
ん
全

員
が
、
認
定
試
験
を
ク
リ
ア
し
、
日
本
カ

ヌ
ー
連
盟
公
認
審
判
員
資
格
を
取
得
し
ま

し
た
。

　

平
成
22
年
度
の
「
実
の
な
る
木
の
苗
木

の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
植
樹
活
動
」
が
４
月

22
日（
木
）
に
北
方
小
学
校
で
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
生い

の
ち命

の
水
と
森
の
活
動
セ

ン
タ
ー
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
揖
斐
自
然
環
境
レ

ン
ジ
ャ
ー
の
主
催
で
行
わ
れ
、
野
生
動
物

の
餌
と
な
る
実
の
な
る
木
の
苗
を
町
内
の

小
中
学
校
で
育
て
（
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
）、

大
き
く
育
っ
た
苗
木
を
、
徳
山
ダ
ム
上
流

の
コ
ア
山
に
植
樹
し
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
北
方
小
学
校
の
児
童
が
、

町
内
の
間
伐
材
で
プ
ラ
ン
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

を
作
り
、
苗
木
を
植
え
ま
し
た
。
こ
の
苗

木
は
、
10
月
下
旬
に
植
樹
さ
れ
る
予
定
で

す
。

　

揖
斐
高
原
花
桃
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
０

が
、
４
月
25
日（
日
）、
揖
斐
高
原
貝
月
リ

ゾ
ー
ト
（
日ひ

坂さ
か

）
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
暖
か
な
春
の
日
差
し
が
心
地

よ
く
会
場
で
は
山
の
桜
も
見
ご
ろ
を
迎
え

て
い
ま
し
た
。
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

保
育
園
児
の
鼓
笛
や
遊
戯
、
久
瀬
小
中
学

校
の
児
童
生
徒
の
合
唱
な
ど
が
披
露
さ

れ
、
あ
で
や
か
な
衣
装
を
ま
と
っ
た
乙
原

歌
舞
伎
保
存
会
に
よ
る
会
場
の
練
り
歩
き

も
写
真
愛
好
家
に
大
人
気
で
し
た
。

　

会
場
で
は
、
バ
ザ
ー
や
物
産
販
売
も
行

わ
れ
、来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
年
で
３
回
目
を
迎
え
る
花
壇
・

フ
ラ
ワ
ー
プ
ラ
ン
タ
ー
の
独
創
性
を
競
う

寄
せ
植
え
の
「
花
・
美
コ
ン
テ
ス
ト
」
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

▼カヌー
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揖
斐
川
資
源
再
生
セ
ン
タ
ー
完
成

～
循
環
型
社
会
を
目
指
し
て
～

徳
山
ダ
ム
観
光
放
流

～
ウ
ロ
コ
模
様
を
描
き
な
が
ら
～

　

総
貯
水
容
量
日
本
一
を
誇
る
徳
山
ダ
ム

で
、
４
月
29
日（
木
）
～
５
月
３
日（
月
）

に
か
け
て
観
光
放
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

観
光
放
流
は
、
10
時
～
15
時
ま
で
１
時

間
お
き
に
そ
れ
ぞ
れ
10
分
間
、
洪
水
時
用

の
ゲ
ー
ト
を
開
い
て
、
毎
秒
約
３
ト
ン
の

水
を
放
流
。
流
れ
出
し
た
水
は
、
全
長
約

270
メ
ー
ト
ル
の
ダ
ム
堤
体
斜
面
に
ウ
ロ
コ

模
様
を
描
き
な
が
ら
流
れ
落
ち
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
８
８
０
０
人
の
観
光
客
が

訪
れ
、
徳
山
ダ
ム
と
揖
斐
川
水
源
地
の
雄

大
な
自
然
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

４
月
28
日（
水
）、
役
場
で
、「
ぎ
ふ
清

流
国
体
・
ぎ
ふ
清
流
大
会
揖
斐
川
町
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
国
体
の
Ｐ
Ｒ
と
応
援

を
テ
ー
マ
に
、
町
内
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
か
ら
作
品
を
募
集
し
、
次
の
皆
さ
ん
が

各
部
門
で
優
秀
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
校
低
学
年
の
部

　
　

揖
斐
小
学
校　

石い
し

榑ぐ
れ　

陽
ひ
な
た

さ
ん

小
学
校
高
学
年
の
部

　
　

揖
斐
小
学
校　

牧ま
き

村む
ら 

さ
ゆ
り
さ
ん

中
学
校
の
部

　
　

揖
斐
川
中
学
校　

野の

原は
ら 

菜な

緒お

さ
ん▲皆さん、おめでとうございます

▲オープンした「いび特産品販売所」

▲観光放流を楽しむ観光客

出
品
さ
れ
た
作
品
は
国
体
の
Ｐ
Ｒ
、
開
催

機
運
の
盛
り
上
げ
等
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

　

４
月
28
日（
水
）「
揖
斐
川
資
源
再
生
セ

ン
タ
ー
」（
坂
内
坂
本
）
の
竣
工
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
町
内
14
箇
所
の
農
業
集

落
排
水
処
理
施
設
か
ら
出
る
汚
泥
を
、
移

動
脱
水
乾
燥
車
で
乾
燥
さ
せ
て
運
び
、
学

校
給
食
の
食
物
残
さ
と
木
質
チ
ッ
プ
を
混

ぜ
て
、
加
熱
、
発
酵
さ
せ
て
堆
肥
を
作
り

ま
す
。
作
ら
れ
た
堆
肥
は
、
町
内
の
農
地

に
還
元
さ
れ
、
循
環
型
社
会
の
構
築
と
環

境
保
全
が
促
進
さ
れ
ま
す
。

▼センター内の見学の様子

▲揖斐川資源再生センター外観

　

４
月
29
日（
木
）
か
ら
、
徳
山
ダ
ム
サ

イ
ト
に
常
設
の
「
い
び
特
産
品
販
売
所
」

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
悪
天
候
の
場
合

を
除
き
、
11
月
ま
で
の
土
・
日
・
祝
祭
日

に
開
店
す
る
予
定
で
す
。

　

初
日
と
な
っ
た
29
日
は
、
山
菜
、
農
産

物
を
使
っ
た
お
こ
わ
や
お
餅
、
焼
き
た
て

の
町
内
産
米
の
五
平
餅
が
販
売
さ
れ
、
お

客
様
は
「
め
ず
ら
し
い
も
の
が
あ
る
ね
」

と
買
い
物
を
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
販
売
所
で
は
、町
内
の
特
産
品
や
、

町
内
産
の
農
産
物
を
使
用
し
た
飲
食
物
が

提
供
さ
れ
る
予
定
で
す
。
ダ
ム
の
壮
大
な

景
色
と
、
町
内
特
産
品
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

国
体
Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー

優
秀
作
品
を
表
彰

徳
山
ダ
ム
サ
イ
ト
に

「
い
び
特
産
品
販
売
所
」設
置
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豪
華
絢
爛
揖
斐
祭
り

～
古
よ
り
伝
承
さ
れ
る
技
と
心
～

安
心
・
安
全
な
揖
斐
川
に

～
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
～

　

揖
斐
川
町
を
代
表
す
る
伝
統
文
化
行
事

で
あ
る
揖
斐
祭
り
が
、
５
月
４
日（
火
）～
５

日（
水
）に
三
輪
神
社
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
岐
阜
県
重

要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る

豪ご
う

華か

絢け
ん

爛ら
ん

な
５
輌
の
芸

と
、
そ
の
舞
台

で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
華
や
か
な
子
供
歌
舞

伎
、
そ
し
て
13
基
の
勇
壮
な
神
輿
の
渡
御

を
一
目
見
よ
う
と
、
２
日
間
で
約
４
万
人

の
観
光
客
が
訪
れ
、
祭
り
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
子
供
歌
舞
伎
は
、
上
町
組
に
よ

る
『
碁ご

太た
い

平へ
い

記き

白し
ら

石い
し

噺
ば
な
し

～
新し
ん

吉よ
し

原わ
ら

揚あ
げ

屋や

の
場ば

～
』
が
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

▲子供歌舞伎の練り込み（本町通り）

▲子供歌舞伎の奉納（三輪神社）▲神輿発御（三輪神社）

　

平
成
20
年
９
月
の
集
中
豪
雨
で
被
災
し

た
箇
所
に
新
し
く
護
岸
を
設
置
す
る
国
土

交
通
省
所
管
の
工
事
が
終
了
し
、
揖
斐
川

の
治
水
機
能
が
向
上
し
、よ
り
一
層
安
心
・

安
全
な
川
と
な
り
ま
し
た
。

整
備
さ
れ
た
護
岸
は
次
の
と
お
り
で
す
。

朝
鳥
公
園
付
近
右
岸
（
上
野
）

前
島
橋
上
流
左
岸
（
三
輪
）

岡
島
橋
下
流
左
岸
（
下
岡
島
）

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
付
近
右
岸（
下
岡
島
）

▲岡島橋下流左岸（三輪）

▼クリーンセンター付近右岸（下岡島）

▲前島橋上流左岸（三輪）

▼朝鳥公園付近右岸（上野）

前島橋

岡島橋

川口橋揖斐川

井ノ口橋
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い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン

実
行
委
員
会
開
催

春
の
叙
勲
受
章

揖
斐
川
町
実
行
委
員
会

第
２
回
総
会
開
催

　

４
月
30
日（
金
）、
春
の
叙
勲
で
細ほ

そ

野の

行ゆ
き

男お

さ
ん
（
上
南
方
）
が
瑞
宝
単
光
章
を
受

章
さ
れ
、
役
場
で
宗
宮
町
長
か
ら
伝
達
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

細
野
さ
ん
は
、
昭
和
39
年
か
ら
平
成
11

年
ま
で
の
36
年
間
、
揖
斐
川
町
消
防
団
で

地
域
の
防
火
・
防
災
活
動
や
団
員
の
指
導

な
ど
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
今
回
の

叙
勲
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　

細
野
さ
ん
は
、「
家
族
や
先
輩
、
周
り

の
人
々
の
協
力
が
あ
っ
て
続
け
ら
れ
ま
し

た
。
関
係
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て
い
ま

す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

５
月
７
日（
金
）
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

で
、
２
０
１
０
年
の
第
１
回
い
び
が
わ
マ

ラ
ソ
ン
実
行
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
行
委
員
会
で
は
、マ
ラ
ソ
ン
開
催
日
、

予
算
、
事
業
内
容
、
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

な
ど
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

《
２
０
１
０
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
の
概
要
》

■
日
時　

11
月
14
日（
日
）

　
　
　
　

フ　

ル　

10
時
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　

ハ
ー
フ　

10
時
30
分
ス
タ
ー
ト

■
定
員　

１
０
０
０
０
人

■
受
付
開
始　

７
月
１
日（
木
）
～

　

※
定
員
に
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。

■
ゲ
ス
ト　

高た
か

橋は
し

尚な
お

子こ

さ
ん

　
　
　
　
　

金き
ん

哲て
つ

彦ひ
こ

さ
ん
ほ
か

そ
の
他
、
詳
し
く
は
広
報
７
月
号
に
掲
載

し
ま
す
。

　

５
月
10
日（
月
）、
揖
斐
川
町
中
央
公
民

館
大
ホ
ー
ル
に
て
「
ぎ
ふ
清
流
国
体
・
ぎ

ふ
清
流
大
会
揖
斐
川
町
実
行
委
員
会
第
２

回
総
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、各
種
関
係
機
関
・
団
体
・
地

元
組
織
の
方
々
が
集
ま
り
、
準
備
の
経
過

報
告
及
び
平
成
21
年
度
決
算
、
平
成
22
年

度
予
算
の
審
議
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
ぎ
ふ
清
流
大
会

　

グ
ラ
ン
ド
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

　
　

平
成
24
年
10
月
13
日
～
10
月
15
日

　
　
　
（
揖
斐
川
健
康
広
場
ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド
）

　

さ
ら
に
、
総
会
で
は
、
や
ま
と
幼
児
園

の
園
児
に
よ
る
ミ
ナ
モ
ダ
ン
ス
が
披
露
さ

れ
、
会
場
は
和
や
か
な
ム
ー
ド
に
包
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、昨
年
決
定
し
た
競
技
の
日
程
が
、

次
の
と
お
り
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

■
ぎ
ふ
清
流
国
体

　

カ
ヌ
ー
競
技

　
　

平
成
24
年
９
月
30
日
～
10
月
３
日

　
　
（
揖
斐
川
特
設
カ
ヌ
ー
競
技
場（
仮
称
））

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

　
　

平
成
24
年
10
月
６
日
～
10
月
８
日

　
　
　
（
揖
斐
川
健
康
広
場
ビ
ッ
グ
ラ
ン
ド
）

▲受章おめでとうございます

▲実行委員会の様子（揖斐川町中央公民館）

▲実行委員会総会の様子（揖斐川町中央公民館）

▲やまと幼児園の園児によるミナモダンス
（揖斐川町中央公民館）

▼グランドソフトボール

ソフトボール
（少年女子）


